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MissingMass[MeV/c2]
 Eγ=LO～1.lGeVのときのミッシングマス分布。横軸はミッシングマスの大きさ,縦軸
 はYieldsである。誤差棒付きのデータ点が本実験で得られた測定結果であり,点線がA
 ハイパー核生成の寄与を,破線はs軌道からの寄与を,一点鎖線はρ軌道からの寄与を
 示す。
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 論文審査の結果の要旨
 本論文は1℃(γ,K+)反応におけるK+中間子の生成断面積を測定し,その結果からK+中間
 子,及びAハイパー原子核の生成機構について考察を行ったものである。
 実験は東京大学原子核研究所の1.3GeV電子シンクロトロンからの電子線を使って行われ
 た。電子線から発生した制動放射γ線を標識装置によって単色化し,γ線エネルギー0.75～Ll
 GeVの範囲で実験を行った。上記実験の際に発生した大量の荷電粒子について,磁場内での飛
 跡,飛行時間,および検出器内でのエネルギー損失の測定を行い,K+中間子のみを選別して生
 成断面積を求めた。原子核による(γ,K+)反応を今回のように高い計数率が得られるカウン
 ター実験で測定することに成功したのはこれが最初であり,その成果は著者の優れた実験技術
 を証明するものである。
 本実験によって求められた12C(γ,K+)反応断面積と,素過程であるγ+p→K++A反応断
 面積の比は4.2であり,12C核内に含まれる陽子数6よりも小さい。著者はこの差が,核内での
 K+中間子発生源である陽子の運動量分布,K+中間子自身の減衰効果によって説明できること
 をDWIA計算との比較によって明らかにした。
 核内で生成されたA粒子が,そのまま核外に出る準自由過程と,核内に束縛されるAハイ
 パー核形成過程の割合を求めることは,反応機構及びA粒子が捕獲される原子核深奥部の状態
 を解明する上で非常に重要である。
 著者はγ線エネルギーとK+中間子の運動エネルギーからA粒子の束縛エネルギーを求め,
 γ線エネルギー領域LO～LlGeVで,ハイパー核形成断面積が0.21±0.05μb/srとなること
 を示した。この断面積は束縛状態が非ナチュラルパリティの状態だけであるとする殼模型の計
 算値と一致している。
 本論文で著者は,(γ,K+)反応は,核内にA粒子を発生すると言う特徴からA一核子間相互
 作用,原子核内での核子状態,ハイパー核及び原子核深奥部の構造等に関する情報を与え,今
 後の原子核研究の主要課題を追求するための有効な手段となり得ることを実証した。
 以上,本論文は著者が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有すること
 を示している。よって山崎寛仁提出の論文は博士(理学)の学位論文として合格と認める。
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